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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
日
本
共
産
党
で
す
。

　
自
民
・
公
明
・
維
新
が
、
共
謀
罪
法
案
を
強
行
採
決
し
ま
し
た
。
衆
議
院
に
続
き
、
審
議
を
途
中
で
打
ち
切
っ
て
の
暴
挙
で
す
。

議
会
で
の
審
議
を
軽
視
す
る
政
治
家
に
、
来
る
べ
き
総
選
挙
で
、
ノ
ー
の
声
を
突
き
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
日
本
共
産
党
で
す
。

　
加
計
学
園
の
問
題
で
、
安
倍
首
相
の
お
友
達
に
特
別
の
待
遇
を
図
っ
て
い
た
証
拠
が
、
次
々
と
出
て
き
て
い
ま
す
。
野
党
の
追

及
を
避
け
る
た
め
に
、
共
謀
罪
法
案
を
強
行
採
決
し
て
ま
で
も
国
会
を
終
わ
ら
せ
る
と
い
う
や
り
方
は
許
せ
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
日
本
共
産
党
で
す
。

　
共
謀
罪
は
、
山
で
キ
ノ
コ
を
取
る
と
テ
ロ
準
備
、
地
図
と
双
眼
鏡
を
持
っ
て
お
花
見
に
行
く
と
テ
ロ
準
備
な
ど
、
デ
タ
ラ
メ
な

国
会
答
弁
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
一
般
人
が
処
罰
の
対
象
に
な
る
法
律
で
す
。
強
行
し
た
自
民
・
公
明
・
維
新
に
審
判
を
下
し

ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
日
本
共
産
党
で
す
。

　
年
金
の
引
き
下
げ
、
介
護
保
険
の
対
象
の
縮
小
、
医
療
費
の
引
き
上
げ
な
ど
、
国
民
の
負
担
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
政
治
家
と
そ
の
お
友
達
に
は
、
特
別
の
忖
度
が
払
わ
れ
て
国
家
予
算
や
制
度
を
私
物
化
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
政
治
、
変
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
日
本
共
産
党
で
す
。

　
私
た
ち
、
日
本
共
産
党
は
、
自
民
・
公
明
・
維
新
に
よ
る
今
の
政
治
か
ら
、
国
民
の
暮
ら
し
を
守
る
政
治
に
切
り
替
え
る
た
め

に
、
野
党
の
協
力
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
次
の
総
選
挙
で
、
共
通
政
策
・
候
補
者
統
一
に
踏
み
込
ん
だ
協
力
を
行
い
ま
す
。
日
本

共
産
党
と
野
党
共
闘
を
、
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
日
本
共
産
党
で
す
。

　
共
謀
罪
で
も
、
加
計
学
園
で
も
、
マ
ス
コ
ミ
が
政
権
に
遠
慮
し
て
公
平
な
報
道
が
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
日
本
共

産
党
の
新
聞
「
赤
旗
」
は
、
誰
に
も
遠
慮
な
く
、
問
題
点
を
ズ
バ
リ
指
摘
し
ま
す
。
ほ
か
の
新
聞
に
書
け
な
い
記
事
が
い
っ
ぱ
い

の
新
聞
「
赤
旗
」
、
ご
購
読
く
だ
さ
い
。


